






















1 日 2 コマ、全10コマ、受講生約150人との回答を得る。
































































































































































































































































事業創造大学院大学紀要　第 7 巻第 1号　2016. 4
122
戦略なら、PEST、 5  Forces、アンゾフのマトリックス、ビジネスモデル
人事･組織なら、仕事の 3 要素、組織の 3 要素、PDSA



























































































1 ．日本語学生か？ 　　　　　　　　はい111、いいえ 1





















































































業を継続させるビジネスシーンから、「顧客価値」創造力、「 3 C」「 4 P」「SWOT」「ス
ループット」「BEP」など「知っている」知識を観光ビジネスに活用し「できる」力を
競う
・ サービス業であり「もの」が動かず「金」の収支計算と投資対利益の会社比較がし易い
「ビジネスプラン」の実現可能性と、開業後の対策の的確性で競う
クラス内・学生同士で自由テーマか創造力を抑えて同業種かテーマを決めて「ビジネスモ
デル」と収支をともなうプランの実現可能性、開業後の「経営管理」力の総合力で競う
・ 旧市街地など同一商圏内で、レストランなど飲食業に絞った中での業態･ビジネスモデ
ルを考え、調査・企画から計画をプレゼンし、実現可能性を評価し出資を模擬的に判断
する
・ 開業後のシミュレーションの（もし・たら・れば・の）「What-If分析」をして、計画通
りでないビジネスシーンを作り、PDCAプロセスでの問題解決「できる」力を競う
「ビジネス日本語検定」などでの会話場面（動画あるいは静止画）やメール文
・ ビジネスシーン・ケーススタディ・インバスケットとして取り上げ、限られた時間内に
どう考えどう対応するかの「できる」力を磨く
・ ＮＨＫ（日本放送協会）の「ビジネス基礎」講座も参考になるだろう
　http://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/business/
 以上

